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1994 年のラバウル火山の噴火に伴い，ブルカン，タブルブルの２火山を両端に持つシンプソン湾内で小規模な

津波が発生した．この津波の発生時期と規模について，津波堆積物の調査をもとに検討した．ラバウルカルデラ周

辺では，津波堆積物はテフラに挟まれた砂および軽石からなる薄い層として識別される．これは，津波来襲時およ

び前後に軽石と火山灰の降下があったこと，および津波が海面および海岸に堆積したテフラを陸上に運び上げて堆

積させたことによると考えられる．また，津波堆積物の地質学的な特徴や分布は，直後に降ったテフラに覆われて

よく保存されている．テフラと津波堆積物の層序から，主な津波はブルカン火山の最初の火砕流噴火に伴って発生

したのではなく，その後のプリニー式噴火の最中に何度か発生したらしいことが確認された．津波は，火砕流か崩

壊した噴煙柱の一部がが海域に流れ込むことで発生したと推測できる．一方，津波被害が大きかったラバウル市街

東部からマチュピット島の周囲５カ所で津波堆積物の分布をトレースし，それぞれの津波イベントの各地点におけ

る波高を求めた．津波の最大波高は，マチュピト島の西から南西海岸で約 5m であった． 

 


